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単一光子検出レベル感度の THz検出器（CSIP）を用

いた THz共焦点顕微鏡に AFMで制御された金属探針

を組み込むことで超高感度のパッシブ型 THz 近接場

顕微鏡を開発し、これまで金属中の伝導電子の熱運動

による電磁エバネッセント波をナノメートル分解能

で観察し、その性質を明らかにしてきた[1-3]。 

 本研究では、金属細線に電流を流したときに、電流

が集中する特定のナノメートル領域に強い電磁エバ

ネッセント波が発生する[4]現象に着目する。熱励起電

磁エバネッセント波は熱平衡雑音（Johnson-Nyquist雑

音）に対応するので[5]、測定結果は、結局は確立した

理論（揺動散逸定理）で説明できると考えられる。そ

れとは異なり、電流が誘起する電磁エバネッセント波は非平衡電子系では発生する雑音（ショッ

ト雑音）[6]であるため、本質的に新しい現象の発見につながる可能性がある。そこで今回、電流

誘起の電磁エバネッセント波の性質をより詳しく調べるために、100 mから数 100 nm幅をもつ

さまざまなサイズ、および形状の金属パターンを観察した。Fig. 1の例は Si/SiO2基板上に蒸着さ

れた十字型の Auパターンであり、赤の矢印で示す方向に電流（1 A, 125 Hz）を流して遠隔場像を

測定している。Fig. 1のように、電流が曲がる領域で遠隔場信号が増大する。近接場の測定結果は、

常温金属中のナノスケール領域の限られた領域に、格子系の平衡からはずれたホット・エレクト

ロン分布が生成する事を示唆する。講演で実験結果を示してより詳しく議論したい。 
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Fig. 1. Far-field image of our sample (I = 1 A, 125 Hz).  

Inset: optical microscope image of the sample. 
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